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～ 住み続けたいまちを次世代へ～

２.すべての子どもたちの
可能性を広げる環境の整備 ３.健康寿命の延伸 ４.くらしの安全・安心の確保

５.地域とのつながりの創出 ６.地域内経済循環の構築 ７.都市機能の強化と
付加価値の創出 ８.カーボンニュートラルの実現

１.人口構成の改善
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誰もが自分らしく
豊かに暮らせる
まちづくり

いのちと暮らしを守る
強くしなやかな
まちづくり

変化に対応した
快適な暮らしを支える

まちづくり

環境に優しい
自然と共生した
まちづくり

多彩な文化と
活気が織りなす
魅力あふれる
まちづくり

次期総合計画の体系について 令和7年度第1回市川市総合計画審議会
令和７年5月２9日

資料２

25年間で
目指すまちの姿

将来都市像を
実現するための
まちづくりの目標

9年間で施策横断的に
取り組む重点的な項目

具体的な
施策・取り組み

具体的な事業

計画を下支えする
行政の考え方

（
３
年
間
）

実
施
計
画

事
業 （基本構想・基本計画の内容が決定後に検討）

■体系（案）

行政経営 ：デジタルの活用、透明性の確保、公共施設マネジメン等を推進
財政運営 : 財政の健全化、財源の確保等を推進

１.広域連携による充実した
市民サービスの実現 2.クリーンな市政運営 3.選択と集中
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4.協働・市民参加



次期総合計画の体系について 令和7年度第1回市川市総合計画審議会
令和７年5月２9日

資料２

■基本目標と施策の関連
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